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塚原史教授
　
略歴および主要研究業績
履歴書
一九四九年三月一二日生まれ
学
　　
歴
一九六七年四月
　
早稲田大学政治経済学部政治学科入学
一九七一年三月
　
早稲田大学政治経済学部政治学科卒業
一九七一年四月
　
京都大学大学院文 研究科修士課程（フランス文学専攻）入学
一九七三年三月
　
京都大学 院文 研究科修士課程（フランス文 専攻）修了
一九七三年四月
　
早稲田大学大学院文 研究科博士課程（フランス文学専修）入学
一九七六年 月
　
パリ第
3大学博士課程（近現代文学専攻）入学（フランス政府給費留学生）
一九七七年 月
　
D
E
A
（
D
iplôm
e d ’É
tudes A
pprofondies
博士論文提出資格）取得
一九七八年六月
　
パリ第
3大学博士課程中途退学
一九七 年三月
　
早稲田大学大学院文学研究科博士課程（フランス文学専修）満期退学
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職
　
歴（専任以外は主要なものに限る）
一九七九年四月
　
一九八二年三月
　
早稲田大学法学部専任講師
一九八二年四月
　
一九八七年三月
　
早稲田大学法 部助教授
一九八七年四月
　
早稲田大学法学部（法学学術院）教授
（一九七 年度
　
国際基督教 非常勤講師）
（一九九八年度
　
東京大学教養学部・総合文化研究科非常勤講師）
（二〇〇一年度
　
筑波大学現代語・現代文化 系非常勤講師）
学内外主要役職
（学内）法学部教務副主任 学生担当）
　
一九八二年九月
　
一九八四年九月／一九九二年九月
　
一九九四年九月
オープン教育センター教務主任
　
二〇〇一年一月
　
二〇〇二年九月
評議員
　
二〇〇四年一月
　
二〇一〇年六月／二〇一四年四月
　
二〇一四年六月
會津八一記念博物館館長
　
二〇一二年九月
　
二〇一九年三月
文化推進部副部長（二〇一八年一一月
　
二〇一九年三月）
現代フランス研究所所長（二〇一四
　
二〇一五年度）
教員組合書記長（一九八九年度）（学外）
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日本フランス語フランス文学会幹事長
　
二〇〇七
　
二〇〇八年
トリスタン・ツァラ文化文学協会（ルーマニア）名誉会員
　
一九九八年
　
現在
筑波大学現代語 現代文化学系外部評価委員
　
二〇〇二年度
大学改革支援・学位授与機構・国立大学教育研究評価専門委員
　
二〇一五
　
二〇一六年
公益財団法人會津八一記念館（新潟市）理事
　
二〇一二
　
二〇一九年
280塚原史教授　略歴および主要研究業績
主要業績一覧
〔学位関連論文〕1　修士論文（京都大学大学院文学研究科
 一九七三年二月提出）
 
　
«L
a Solitude et la Solidarité chez T
ristan T
zara»
2　
D
E
A
論文（パリ第
3大学博士論文提出資格取得論文
 一九七七年六月提出）
　
«E
volution du langage de la solitude chez T
ristan T
zara» 
　
«A
ragon et L
es cloches de B
âle»
　
«L
e surréalism
e et la politique dans les V
ases com
m
unicants d ’A
ndré B
reton»
〔主要著書・著作〕
（国内出版は単著に限り、雑誌掲載論文・書評等を除く）
1　『プレイバック ダダ』 （白順社、一九八八年）
2　『終末のソリチュード』 （紀伊國屋書店出版部、一九九二年）
3　『言葉のアヴァンギャル 講談社現代新書、一九九四年）
4　『アヴァンギャルドの時代』 （未來社・ポイエーシス叢書、一 九七年）
5　『
20世紀を読むⅠ・Ⅱ』 （編著書、朝日出版社、一九九七年）
6　『シュルレ リスムを読む』 （白水社、一九九八年）
7　『記号と反抗』 （人文書院、一九九八年）
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8　『人間はなぜ非人間的になれるのか』 （ちくま新書、二〇〇〇年）
9　『ダダ・シュルレアリスムの時代』 （ちくま学芸文庫、二〇 三年）
10　『ボードリヤールという生きかた』 （ＮＴＴ出版・レゾナントライブラリー、二〇〇五年）
11　
D
A
D
A
 C
IR
C
U
IT
 T
O
T
A
L
 （
«D
ada, M
avo, N
éo D
ada: H
istoire abrég
ée du
 dadaïsm
e japon
ais et de ses 
en
viron
s» ：
dossier coordon
n
é par H
en
ri B
éh
ar et C
ath
erin
e D
u
fou
r, O
u
vrag
e collectif ）, L
’Â
g
e d ’h
om
m
e, 
P
aris, 2005.
12　
C
A
H
IE
R
 T
R
IST
A
N
 T
ZA
R
A
, vols. 3-4 （
publication de l ’A
ssociation culturelle et littéraire T
ristan T
zara, 
«L
a solitude et la solidarité chez T
ristan T
zara-2e version» ）, M
oinesti, R
oum
anie, 2006. 〔ルーマニア・ツァラ
文化文学協会機関誌第
3　
4号〕
13　
C
A
H
IE
R
 T
R
IST
A
N
 T
ZA
R
A
, vols. 5-6 （
«T
zara au pays de la révolte des sign
es ‒ D
ada et N
éo-D
ada au 
Japon» ）, M
oinesti, R
oum
anie, 2006. 〔同誌第
5　
6号〕
14　
R
E
V
U
E
 D
E
S
 S
C
IE
N
C
E
S
 H
U
M
A
IN
E
S
, n
o.282 （
«L
e h
aïk
u
 et les avan
t-g
ardes ‒ L
e cas de T
eray
am
a 
Shuji» ）, U
niversité de L
ille 3, F
rance, 2006.
15　『反逆する美学』 （論創社、二〇〇八年）
16　『ボードリヤール再入門』 （御茶の水書房、二〇〇八年）
17　『荒川修作の軌跡と奇跡 ＮＴＴ出版、二〇〇九年）
18　『
20世紀思想を読み解く
　　
人間はなぜ非人間的になれるのか』 （ちくま学芸文庫、二〇一一年）
19　『切断する美学
　　
アヴァンギャルド芸術思想史』 （論創社、二〇一三年）
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20　『模索する美学
　　
アヴァンギャルド社会思想史』 （論創社、二〇一四年）
21　
M
É
L
U
SIN
E
, N
o 36 （
«À
 la recherche de l ’origine de la T
our du Soleil : T
aro O
kam
oto et le surréalism
e des 
années 30» ）, L
’Â
ge d ’hom
m
e, P
aris, 2016.
22　『ダダイズム
　　
世界をつなぐ芸術運動』 （岩波現代全書、二〇一八年）
〔事典項目・分担執筆〕1　『現代思想を読む事典』 （ 「ダダ、シュルレアリスム」の項、講談社現代新書、一九八八年）2　『フランス哲学・思想 ボードリヤール」の項、弘文堂 一九九八年）3　『岩波哲学・思想事典』 （ 「ダダ、シュルレアリスム、ブルトン」の項、岩波書店、一九九八年）4　『社会思想史事典』 （ 「シュルレアリスム」の項、丸善出版、二〇一九年）5　『現代フランス 思想事典』 （ 「ボードリヤー 」の項、ミネルヴァ書房、二〇一 年）〔主要訳書〕
（単行本に限る。
*
は単独訳）
1　
ボードリヤール『消費社会の神話と構造』 （共訳、紀伊國屋書店出版部、一九七九年初版）
2　
ラルース社編『キリストの祭り』 （朝日新聞社、一九八二年）
*
3　
ボードリヤ ル『象徴交換と死』 （共訳、筑摩書房
4　
デュヴィニョ 『無の贈与』 （共訳、東海大学出版会、一九八三年）
5　
ボードリヤ ル『誘惑論序説』 （国文 一九八四年）
*
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6　
ポンピドーセンター編（ 『トラヴェルス』日本語版） 『化粧』 （共訳、リブロポート、一九八六年）
7　
L
E
 M
A
R
X
ISM
E
 A
U
 JA
P
O
N
（
«L
e M
arxism
e japonais et m
arxism
e occidental» traduit par H
. Im
am
ura et 
F
. T
sukahara ）, H
arm
attan, P
aris, 1988.
8　
ツァラ『トリスタン・ツァラの仕事Ⅱ』 （共訳、思潮社、一九八八年）
9　
ツァラ『種子と表皮』 （思潮社、一九八八年）
*
10　
リオタール著『漂流の思想』 （共訳 国文社、一九八八年）
11　『フランス詩体系』 （共訳、青土社、一九八九年）
12　『理想の図書館』 （共訳、パピルス、一九九〇年）
13　
ブルデュー『実践感覚
2』 （共訳、みすず書房、一九九〇年）
14　
ボードリヤール 透きとおった悪』 （紀伊國屋書店出版部、一九九一年）
*
15　
ボードリヤール『湾岸戦争は起らなかった』 （紀伊國屋書店出版部、一九九一年）
*
16　
ボードリヤ ル著『象徴交換と死』 （共訳、ちくま学芸文庫版、一九九二年）
17　
ベンヤミン『パサージュ論Ⅰ・パリの原風景』 （共訳、岩波 、一九 三年）
18　
ベンヤミン『パサージュ論Ⅳ・方法としてのユートピア 共訳、岩波書店 三
19　
ベンヤミン『パサージュ論Ⅲ・都市の遊歩者』 （共訳、岩波書店、一九九四年）
20　
カイヨワ『人間と聖なるもの』 （共訳、せりか書房、一九九四年）
21　『世界の詩論』 （共訳、青土社、一九九四年）
22　
ボードリヤール『世紀末の他者たち』 （共訳、紀伊國屋 店出版部 一九九五年）
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23　
ボードリヤール『消費社会の神話と構造』 （共訳、紀伊國屋書店出版部、一九九五年）
24　
ボードリヤール＋吉本隆明『世紀末を語る』 （編訳、紀伊國屋書店出版部、一九 五年）
*
25　
ベンヤミン『パサージュ論Ⅱ・ボードレール』 （共訳、岩波書店、一九九五年）
26　
ベンヤミン『パサージュ論Ⅴ・ブルジョワジ の夢 共 岩波書店、一 九五年）
27　
ベアール『ア ドレ・ブルトン伝』 （共訳、思潮社、一九九七年）
28　
ボードリヤール『完全犯罪』 （紀伊國屋書店出版部、一九九八年）
*
29　
ゲール『ダダとシュルレアリスム』 （共訳、岩波書店、二〇〇〇年）
30　
ボードリヤ ル『不可能な交換』 （紀伊國屋書店出版部 二〇 二年）
*
31　
ボードリヤ パスワ ド』 （ＮＴＴ出版、二〇〇三年）
*
32　
ボードリヤ ル『パワー・インフェルノ ＮＴＴ出版 二〇〇三年）
*
33　
ボードリヤ ル『暴力とグローバリゼーション』 （Ｎ Ｔ出版、二 〇四年）
*
34　
ボードリヤ ル＋ヌ ヴェル『
les objets singuliers　
建築と哲学』 （鹿島出版会、二〇〇五年）
*
35　
レイン『ジャン・ ー 』 （青土社、二〇〇六年）
*
36　
ジョリア 人間という仕事』 （明石書店、二〇〇六年）
*
37　
ソレル『暴力論』 （共訳、上下巻、岩波文庫、二〇 七年）
38　
シリュルニク『妖精のささやき』 （共訳、彩流社
39　
マルクス『哲学の貧困』 （ 『マルクス・コレクションⅡ』 ） （共訳、筑摩書房、二 〇八年）
40　
ボードリヤール『悪 知性 共訳、ＮＴＴ出版 二〇〇八年）
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41　
ボードリヤール『なぜすべてがすでに消滅しなかったのか』 （筑摩書房、二〇〇九年）
*
42　
ツァラ『ムッシュー・アンチピリンの宣言
　
ダダ宣言集』 （光文社古典新訳文庫、二〇一〇年）
*
43　
ホロックス ボードリヤールなんて知らないよ』 （明石書店、二〇一一年）
*
44　
ボードリヤール 芸術の陰謀』 （ＮＴＴ出版、二〇一一年）
*
45　
ビュオ『ト スタン・ツァラ伝』 （共訳、思潮社 三
46　
ボードリヤ ル『消費社会の神話と構造（新装版） 』 （紀伊國屋書店出版部、二〇一五年）
47　『ダダ・シュルレアリスム新訳詩集』 （塚原史・後藤美和子編訳、思潮社、二〇一六年）
48　
アニー・ル・ブラン シュルレアリスムと抒情による蜂起―アンドレ・ブルトン没後
50年記念イベント全記録』
（共訳、エディション・イレーヌ、二〇一七年）49　
Ibosh
i H
ok
u
to, C
arn
et de l ’étoile du
 N
ord, tradu
ction
 et adaptation
 par F
. T
su
k
ah
ara et P
. B
lan
ch
e, 
É
ditions des L
isières, N
yons, F
rance. 〔違星北斗『北斗帖』フランス語訳・解説、二〇一八年〕
〔主要講演会・展覧会〕1　ジャン・ボードリヤール×吉本隆明対論「世紀末を語る
　
あるいは消費社会の行方について」 （企画・構成・司
会・通訳：新宿紀伊国屋ホール、一九九五年二月一九日）2　
荒川修作講演会「空間と建築
　
養老天命反転地を語る」 （企画・構成・司会：早大旧小野講堂、一九九五年一〇
月二四日）3　
ジャン・ボードリヤール早稲田大学講演会「
21世紀を語る―グローバリズムと暴力」 （企画・構成・司会・通
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訳：早大大隈小講堂、二〇〇三年一〇月九日）4　「声＝音をめぐるアヴァンギャルド・ノスタルジア／吉増剛造×灰野敬二セッション」 （企画・主催・報告：早大旧小野講堂、二〇〇四年一一月 六日）
5　「ダダと戦争
　
チューリッヒからパリへ」 （講演：京大人文研アカデミー連続講演会「第一次世界大戦と芸術」 、
京都大学人文科学研究所、二〇〇七年六月七6　「荒川修作×塚原史対談
　
ネオダダから天命反転都市へ」 （企画・対談：東京国立近代美術館講堂、二〇〇八年二
月一〇日）7　「メディウムからメディアへ
　
シュルレアリスムと写真の社会的射程を探る」 （講演：シンポジウム「シュルレア
リスムの宇宙」 、東京都写真美術館 八 四月二〇日）8　「アーティスト・トーク：塚原史
　
荒川修作を語る」 （講演：東京国立近代美術館、二〇一〇年九月二四日）
9　「荒川修作展：荒川修作の軌跡―天命反転、その先へ」 （企画・構成・図録作成：早大會津八一記念博物館、 〇一四年五月一二日
　
六月一四日）
10　
«C
onsum
er Society and M
ay ’68 : C
onfrontation-B
audrillard vs Y
oshim
oto» （英語講演：早稲田大学アジア
研究機構第
12回国際シンポジウム「東アジアから
1968
年をみつめなおす」 、早大井深大記念ホール、二〇一四年一
一月八日）11　「
M
agical D
ada T
our 　
チューリッヒ・ダダ百周年」 （講演：在日スイス大使館、二〇一六年三月一日）
12　「中原中也とツァラの「サーカス」試論」 （講演：中原中也の会／第
20回研究集会、東京学芸大学、二〇一六年六
月一二日）
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13　「特集展示：チューリッヒ・ダダ
100周年とダダイスト・ツァラの軌跡」 （企画・構成：早大會津八一記念博物館、
二〇一六年六月二九日―八月七日）14　「マン・レイ
　　
ダダ・シュルレアリスムの越境者：絵画・写真・鏡」 （講演：シンポジウム「マン・レイとシュ
ルレアリスム」 、京都工業繊維大学、二〇一六年一二月三日）15　「ダダ
101年と松澤宥
　　
キャバレー・ヴォルテールからΨの部屋へ」 （講演：宥学会特別講座第
36回、美学校、東
京、二〇一七年一月一三日）16　「
A
IZU
 M
U
SE
U
M
創立
20周年記念・藪野健展
　
記憶の扉を開けて」 （企画・構成・図録作成：早大會津八一記
念博物館、二〇一八年六月二八日―八月五日）17　
«C
onnaissez-vous Iboshi H
okuto?», L
es rencontres des chem
ins （
H
am
eau de V
endras, G
ard, F
rance ） ： （フ
ランス語講演「違星北斗を知っていますか？」 、道の出会いの会、フランス、二〇一八年一二月一五日）
